
●連結貸借対照表
資産の部（単位:百万円） 負債・純資産の部（単位:百万円）

前期末
2019年3月31日現在

前期末当期末
2020年3月31日現在 2019年3月31日現在

当期末
2020年3月31日現在

流動負債
20,084
固定負債
6,145

株主資本
33,087
その他の
包括利益
累計額
751
非支配
株主持分
439

有形固定
資産
4,776
無形固定
資産
1,604
投資
その他の
資産
8,740

流動資産
45,386
流動資産
45,386

固定資産
15,122
固定資産
15,122

負債合計
26,229
負債合計
26,229

純資産合計
34,278
純資産合計
34,278

負債・純資産
合計

60,508

負債・純資産
合計

60,508

流動負債
20,364
固定負債
6,890

株主資本
32,542
その他の
包括利益
累計額
1,351
非支配
株主持分
‒

負債合計
27,255
負債合計
27,255

純資産合計
33,893
純資産合計
33,893

負債・純資産
合計

61,148

負債・純資産
合計

61,148
資産合計
60,508
資産合計
60,508

有形固定
資産
4,598
無形固定
資産
616
投資
その他の
資産
8,453

流動資産
47,479
流動資産
47,479

固定資産
13,668
固定資産
13,668

資産合計
61,148
資産合計
61,148

●連結損益計算書
（単位:百万円）

●連結キャッシュ・フロー計算書
（単位:百万円）

売上高
119,388

営業利益
3,008

経常利益
2,979

親会社株主に帰属する
当期純利益
1,663

法人税等
非支配株主に
帰属する当期純利益 66

955

売上高
118,948

営業利益
2,348

経常利益
2,294

税金等調整前
当期純利益
2,031

親会社株主に帰属する
当期純利益
1,009

営業外収益

307
営業外費用

362

特別利益

558

特別損失

822

100,758
15,842

売上原価
販売費及び一般管理費

前期 
2018年4月1日～2019年3月31日 2019年4月1日～2020年3月31日

当期

（注）「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号平成30年2月16日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、2018年3月期は、遡及適用後の数値となっております。

2019年4月1日～2020年3月31日
当期営業活動による

キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物に係る換算差額

4,073

△1,647

財務活動による
キャッシュ・フロー

△1,516

△2

現金及び
現金同等物の期末残高
4,448現金及び

現金同等物の
期首残高
3,079

非連結子会社との合併に伴う
現金及び

現金同等物の増加額
462

YAGI REPORT 

　株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申し
上げます。
　まずは、この度の新型コロナウイルス感染症に罹患された
方々、感染拡大により影響を受けられた方々に心よりお見舞い
申し上げます。また、感染の拡大防止に尽力されている医療関
係者をはじめ、社会活動を支えてくださっている皆様に敬意を
表します。
　私たちヤギグループはこのたび、2023年3月期を最終年度と
する新中期経営計画「MAKE A DREAM, 1+∞」を公表し、その
取り組みを開始しました。前中期経営計画の内容を進化させ、

「経営体制の高度化」「事業ポートフォリオの最適化」「次世代事業
の創出」に、持続可能な社会の実現を追求する「サスティナビリテ
ィの着実な実行」を加えた4つの重点方針を展開してまいります。
　今年度からの3年間は、グループ一丸となって、既存領域にと
どまらない新たな価値の創造（新領域の開拓）にチャレンジする
非常に重要な期間になります。繊維・ファッション業界は、急激な
少子高齢化、店舗からウェブへの購買行動の変化、モノからコト
への消費マインドの変化や、大量生産・消費・廃棄に対する社会
的要請の高まりといった様々な環境変化に直面しております。
更に、新型コロナウイルス感染症の影響に対する収束の先行き
が不透明な中、従来の価値観が覆されるような状況に対応すべ
く、これまで以上にスピード感を持って取り組んでまいります。

　今後におきましても、当社が
1893年の創業以来築き上げて
きた、信用と実績を更に高めてい
くために、経営の効率性向上を
進め、グループシナジーを強化
することにより企業価値向上に
努めてまいります。株主の皆様に
おかれましては、なにとぞ一層の
ご理解、ご支援を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

2020年6月

▲

 株主の皆様へ

▲

 財務ハイライト（連結）

〒540-8660  大阪市中央区久太郎町二丁目2番8号
https://www.yaginet.co.jp

代表取締役社長

役員一覧 （2020年6月26日現在）

代 表 取 締 役 社 長 八 木 隆 夫
常 務 取 締 役 山 岡 一 朗
取 締 役 長 戸 隆 之
取 締 役 馬 渡 武 継
取 締 役 岡 本 富 雄
取 締 役 杉 岡 弘 康
取 締 役 濱 田 哲 也
取 締 役（常勤監査等委員） 三 浦 明 石
取 締 役（ 監 査 等 委 員 ） 池 田 佳 史
取 締 役（ 監 査 等 委 員 ） 塩 田 　 修
取 締 役（ 監 査 等 委 員 ） 熊 谷 　 弘

（注）取締役池田佳史、塩田修及び熊谷弘は、社外取締役であります。

 会社概要 （2020年6月26日現在）

会社の概要
社 名 株式会社　ヤ　ギ
英 文 社 名 YAGI & CO.,LTD.
創 業 1893年（明治26年）10月16日 
設 立 1918年（大正7年）4月28日
資 本 金 1,088,000,000円
主な事業内容 綿化繊糸、合繊糸、綿化繊織物、合繊織物、

ニット生地及び衣料品等の各種繊維二次製品の
国内販売ならびに輸出入

主要な事業所 （ 国 内 ）大 阪 本 社 大阪市中央区久太郎町二丁目
2番8号

東 京 本 社 東京都中央区日本橋小網町
18番15号

支 店 福井（福井市）
出 張 所 名古屋（名古屋市）
営 業 所 和歌山（和歌山市）

（ 海 外 ）駐在員事務所 上海（中国）
ホーチミン（ベトナム）
ハノイ（ベトナム）
ダッカ（バングラデシュ）

 株式の情報 （2020年3月31日現在）

● 発行可能株式総数 45,568,000株
● 発行済株式の総数 10,568,000株
● 株主数 1,353名
● 大株主（上位10名）

● 所有株数別分布状況

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日までの1年
定時株主総会の
基 準 日 3月31日

剰余金の配当の
基 準 日

期末配当  3月31日
中間配当  9月3０日

単 元 株 式 数 100株
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
郵 便 物 送 付 先 〒168－0063 

東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 電話　0120－782－031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の本店及び全国各支店で行っております。

公 告 の 方 法 電子公告とし、当社ホームページに掲載いたします。なお、電子公告によることができない
事故その他やむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に掲載いたします。
ホームページ
https://www.yaginet.co.jp/ir/announce.html

（注）本年次報告書中の記載金額及び株式数は表示単位未満の端数を切り捨てております。

【住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について】
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。なお、証券会社に口
座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座管
理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

【未払配当金の支払いについて】
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

株主メモ

 株　主　名 持株数 持株比率
ヤギ共栄会 903（千株） 10.91（％）

ビービーエイチ フィデリティ ピューリタン フィデリティ 
シリーズ イントリンシック オポチュニティズ ファンド 450 5.43

株式会社みずほ銀行 410 4.96
ゴールドマンサックスインターナショナル 399 4.83
株式会社三井住友銀行 380 4.59
株式会社三菱UFJ銀行 305 3.68
ヤギ従業員持株会 267 3.23
第一生命保険株式会社 250 3.02
バンク オブ ニューヨーク ジーシーエム クライアント アカウン
ト ジェイピーアールディ アイエスジー エフイー-エイシー 247 2.99

クロスプラス株式会社 229 2.77

1,000株以上
649,899株

351名（6.1%）

10,000株以上
1,396,509株
73名（13.2%）

5,000株以上
535,346株
79名（5.1%）

1,000株未満
175,364株
819名（1.7%）

500,000株以上
3,191,536株
2名（30.2%） 10,568,000株

1,353名

50,000株以上
843,615株
13名（8.0%）

100,000株以上
3,775,731株
16名（35.7%）

（注） 持株比率は自己株式（2,288,036株）を控除して計算しております。
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1,975

1,576
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2018/3
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1,654

売上高
（百万円）

営業利益・経常利益
（百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益
（百万円）営業利益 経常利益

2,9792,979

2,2942,294

2016/3
（第104期）
2016/3
（第104期）

2017/3
（第105期）
2017/3
（第105期）

2,983
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2,752

2018/3
（第106期）
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2,6582,658

3,1143,114

▲

 連結財務データ

詳しくは当社ホームページをご覧ください  

▲  ▲  ▲  ▲

ヤギＩＲ 検索

続けよう、未来のために。
繊維の商社として125年続いてきたノウハウやコネクションを活かし

社会のために繊維を通じて何ができるのか。

次の世代のために何ができるのか。

生産者も消費者も、皆が笑顔に満ちた時代を目指す私たちのエシカル活動。

YAGIにしかできないETHICAL＝「YAGIthical / ヤギシカル」。

ファッションのより良い時代を紡ぎ、

100年先の未来をもっと豊かにするために。

第108期 年次報告書
2019年4月1日▶2020年3月31日

証券コード ： 7460

　配当につきましては、長期的な視野で安定した利益還元と、経営
基盤強化のための内部留保充実をバランスよく行っていく事を基
本方針としております。当基本方針に基づき、当期末配当金は１株に
つき24円とさせていただきました。2019年12月３日に実施済の中
間配当金24円を加えると年間配当金は48円となります。 また、次
期の中間及び期末配当金につきましては、現時点においては業績予
想が困難であることから未定といたします。
　今後、連結業績予想の公表が可能となった時点で、合わせて配当
予想額を開示いたします。

配当について

010_7083701302006.indd   1-3 2020/06/11   11:15:08



▲

 分野別の概況 ▲

 TOPICS

原料分野

テキスタイル分野

繊維二次製品分野

■原料分野の売上高

■テキスタイル分野の売上高

■繊維二次製品分野の売上高
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　原料分野は、天然繊維原料は、各産地に共
通し稼働状況が停滞気味で低調な商況とな
り、主力事業の綿糸販売は非常に苦戦を強い
られました。合成繊維原料は、年間を通し合
繊加工糸・備蓄糸は堅調に推移したものの、
高付加価値原料において生産進捗の遅れが
影響し苦戦しました。
　このような状況の下、当社グループは、テ
キスタイル分野との連携による相乗効果の
創出を推進し、優良取引先との取り組み深耕
や、生産集約による加工効率向上により収益
基盤の構築に努めるなど業績の維持拡大を
図りました。
　この結果、原料分野の売上高は17,627百
万円（前期比4.9％減）となりました。

　テキスタイル分野は、産地の稼働状況も低
調で力強さに欠いた上、運賃、倉敷料の高騰
や、ニッター・染工場の人手不足による生産キ
ャパシティ不足、工賃の値上げ要請など、総じ
て収益を圧迫する厳しい経営環境となり、採
算面の維持に苦慮する一年となりました。
　このような状況の下、当社グループは、販
売戦略の要である「テキスタイル・プロジェク
ト」において、素材企画力を活かした売れ筋商
材開発やグループ会社との合同展示会開催
による販売強化に努めました。また原料分野
との協業強化を意識しながら、戦略商材の開
発に注力いたしました。
　この結果、テキスタイル分野の売上高は
13,683百万円（前期比10.8％減）となりま
した。

　繊維二次製品分野は、消費増税による消費マ
インドの冷え込みに加え、記録的な暖冬による
冬物重衣料の販売不振など苦戦を強いられまし
た。一方でブランド力・デザイン性など、付加価
値の高い商材やファッション性を取り入れたワー
ク系商材については総じて好調に推移しました。
但し２月から３月にかけては物流面や販売面で新
型コロナウイルス感染症の影響を受けました。
　このような状況の下、当社グループは、企画段
階から請け負い製造・供給するODM生産を推
進する一方、原料・テキスタイル分野との協業や
新規オリジナル商材の開発を加速しており、市
場での競争力を強化することに努めました。ま
た、幅広い層に向けたライセンスビジネスの拡
大にも注力いたしました。
　この結果、繊維二次製品分野の売上高は
83,007百万円（前期比2.6％増）となりました。

新中期経営計画「MAKE A DREAM,1+∞」がスタート
　当社グループは、2023年3月期を最終年度とする中期経営計画をスタートさせました。スローガン
である「MAKE A DREAM,１＋∞」には、「人と人を繋いで夢を追う」意味を込めています。従業員、グルー
プ会社、グローバル拠点、お取引先様とのネットワーク等を結集して、一丸となって新たな価値の創造

（新領域の開拓）にチャレンジし、可能性を無限大に広げ、夢を追い求めていくさまを表しています。
　新型コロナウイルス感染症の影響による、世界的な景気後退が懸念される中においても危機感をもって堅実な事業運営を行いつつ、繊維
にとどまらないその先の領域に向けて着実に対応できるよう邁進してまいります。

韓国 ライム社(旧ファインテックス社)とナノファイバー製品のグローバル販売に関する業務提携

　2020年1月に、当社はナノファイバー製品の製造を手掛け
る韓国のライム社とグローバル販売契約を締結し、業務提携を
行いました。 同社は、ファイバー工学領域の国際的教育研究拠
点として認知されている国立信州大学繊維学部との研究開発
により、量産型ナノファイバー製品で世界最高水準の技術力と
経験を有しています。このナノファイバー製品は、世界的に高い
評価を受けるとともに、高品質なナノファイバーの特性を活用
した展開領域の拡大が期待されています。当社は、ライム社及
び信州大学と開発するナノファイバー製品を「NANOXERA™

（ナノクセラ）」ブランドとして、産業資材・衣料・衛材といった幅
広い産業領域で新たなビジネスにチャレンジしてまいります。

nano tech 2020にて「新規ピックアップ賞」を受賞

　上記の「NANOXERA™」(ナノクセラ)を紹介するために当社が出展した「nano tech 2020 第
19回国際ナノテクノロジー総合展・技術会議」において、「新規ピックアップ賞」を受賞しました。これ
は、今回が初出展となる80以上の企業・大学・プロジェクト等の中から、最も優れた技術・研究成果を
持ち、取り組みを行っている団体に賞されるものです。

自社テキスタイルECサイト「Fably」を新たにオープン

　2020年1月にオープンしたFablyは「生地に関するプロツール」をコンセプトに、「検索機能」・「在庫・品質データの確認」・「一目で 
わかる新商品・注目のテキスタイル」そして「購入決済」までの全機能をシンプルな操作で行えるのが特徴です。これらの機能に加え、 
スマートフォン対応や24時間クレジットカード決済も可能な事から、一般の消費者を含めリモートワーク時にも大変便利と好評を 
いただき、サービス開始から順調に会員数を伸ばしております。
　更に、4月からは抗菌防臭加工素材を中心としたマスク作りに適
した生地の販売と、すぐに使えるマスク用型紙の無料ダウンロード
サービスもスタートしました。今後は、自社商品以外の幅広い商品を 
取り揃えてFablyのプラットフォーム化を進め、より高い利便性を
提供してまいります。

当社のグループ会社Dream boxが新しい健康・美容サブスクサービスをスタート

　2019年11月にグループ会社化したDream box社（ドリームボックス社）は、九州発のスタートアップ企業であり、様々な健康・フィ
ットネス領域の事業を段階的に開始し、新しい健康生活の付加価値提案に取り組んでいます。当社はDream box社が開発する「健康
データプラットフォーム」によりヘルスケア領域での商品・サービス開発と、BtoC事業のシナジー強化を進めてまいります。また
Dream box社は、女性の健康・美容を応援する新しいサブスクリプションサービス、『B(ビー)』を2020年3月からスタートしました。
　『B』という名前の由来は「Best performance」です。「心と身体が健康であることが美しさの源。一生に一度しかない今日があな
たにとってのベストパフォーマンスであって欲しい。そして、
今日も明日もそのパフォーマンスが続きますように。」 Bと
いう名前には、そんな想いが込められています。

ナノクセラ公式Webサイト    　https://nanoxera.com/

「B」Webサイト    　https://bespa.app/

Fably Webサイト    　https://www.fably.jp/shop/

― 手作りマスクにおすすめの抗菌生地の販売もスタート ―

（※売上高構成比はこの他に、繊維事業その他3.5％、不動産事業0.4％があります。）

当社グループは、持続可能な社会の発展を目指し、
エシカルへの取り組みを総称して「YAGIthical（ヤギシカル）」と名付け、人や社会、環境に配慮した取り組みを行っています。
今期の代表的なヤギシカルの取り組みをご紹介します。

■ヤギシカルの活動は、国連の提唱する持続可能な開発目標（SDGs）と関連付け、SDGsの達成に貢献してまいります。

YAGIthical
メルマガ配信活動

　ヤギシカルの活動を社内外で
推進させるための社内組織「エ
シカル推進グループ」では、昨年
4月から当社の全社員に向けて、

「YAGIthicalメールマガジン」の
定期的な配信をスタートしました。
内容は、エシカル・サスティナビリ
ティに関連する国内外の様々な
トピックスや社内での取り組み、現
在進行中のグループの活動等を
纏めて配信しています。このメル
マガ配信を通して、世界で進むサ
スティナビリティの現状を社員が
認識する事によって社内にヤギシ
カルの浸透を図り、サスティナビリ
ティを継続させる意識付けを行っ
ています。

　リサイカラーはアパレル製
品の生産過程で発生し、縫製
工場で廃棄されるはずの生地

（コットン）の切れ端を回収し
色ごとに分類、それら生地の
切れ端から糸を再生します。

　アシャ オーガニックは上質な
オーガニック素材のテキスタ
イルブランド。インドの農家と
連携し、一切の農薬や化学肥
料を使用せず、綿花の栽培から
生地の製造を行っています。

　 一般財団法人PEACE BY PEACE COTTONが 取り組むPEACE BY 
PEACE COTTONプロジェクトは、インド産のオーガニックコットンを使用した
製品に基金を付けて販売し、その基金を活用してインドの綿農家の有機農法
への転換支援と、農家の子供たちの就学・奨学支援を行う取り組みで、ヤギは
このプロジェクトに積極的に参加しています。

　フォレシカは、普段の生活の中で
ファッションやライフスタイルを通
じてエシカルな選択ができるよう、
環境負荷が少ない原料や製法を用
いながら顧客ニーズに合わせたエ
シカルテキスタイルブランドです。

　サイクルダウンは廃品となった羽
毛を回収し、丁寧に洗浄することで、
もう一度使用可能な高品質な羽毛
に蘇生させています。良いものを長
く、そして限りある資源を次の世代
へ残していくための取り組みです。

　リプロパークは「リペアがつ
なぐ、豊かな生活を目指して」
をミッションに、 アパレル商品
及びファッション雑貨の補修、
クリーニングなどを行ってい
ます。
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